
市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

総　数　34,324人(-47)

男　　16,402人(-9)

女　　17,922人(-38)

世帯数　13,235世帯(-14)

平成24年11月1日現在
( )内は前月比

2～5……議会だより
6・7……平成24年度上半期予算執行状況
8・9……市職員の給与や職員数など人事行政の運営状況
10～14……市長日記・まちのわだい
15……人権コーナー
16・17……保健センター情報・子育て支援コーナー
18・19…… 市立病院だより
20～22……みんなの掲示板・相談・募集
23～31…… お知らせ　　　　　
32……『古事記』、『日本書紀』、『万葉集』と宇陀市

【内　容】

【マスコットキャラクター】
ウッピー

宇陀市記紀・万葉オープニングセレモニーの様子　八っぴー初登場（11月5日撮影）



第3回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

平
成
２４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
２４
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
２４
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
、
平
成
２３
年
度
の
各
会
計
決
算
審
査
認
定
な
ど
の
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広報うだ　2

◆
予
　
算
　
関
　
係
◆

◆
宇
陀
市
営
霊
苑
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
赤
人
霊

苑
の
萩
地
区
内
の
地
盤
沈
下
の
改

修
工
事
の
費
用
及
び
、
地
盤
沈
下

に
よ
り
石
碑
の
一
部
が
傾
い
た
こ

と
に
よ
り
そ
の
修
繕
費
用
の
一
部

を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
６
千

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
２
５，

６
６
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成
２３

年
度
、
介
護
給
付
費
、
予
防
給
付

費
等
の
精
算
に
伴
う
、
支
払
基
金

交
付
金
の
精
算
に
関
す
る
予
算
を

計
上
し
、
そ
の
財
源
は
、
介
護
給

付
費
準
備
基
金
の
一
部
を
取
り
崩

し
、
精
算
確
定
に
よ
る
過
不
足
額

を
負
担
金
償
還
金
と
し
て
計
上
し

ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０，
９
５

４
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

３，
２
１
３，
９
５
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
落
雷
に

よ
る
室
生
中
山
台
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
テ

レ
メ
ー
タ
ー
の
修
繕
、
室
生
大
野

浄
水
場
シ
ー
ケ
ン
サ
や
室
生
西
部

配
水
池
水
位
計
の
修
繕
費
及
び
県

施
工
の
大
宇
陀
野
依
国
道
３
７
０

号
線（
野
依
交
差
点
）の
改
良
工
事
実

施
に
関
す
る
予
算
、
ま
た
、
県
施

工
の
室
生
三
本
松
地
内
県
道
上
笠

間
三
本
松
停
車
場
線(

三
本
松
駅
付

近)

の
改
良
工
事
に
関
す
る
予
算
、

室
生
三
本
松
元
三
地
域
に
お
い
て

の
給
水
管
の
漏
水
に
関
す
る
工
事

費
な
ど
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４，
８
９

６
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

８
７
６，
１
９
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
県
施
工

の
国
道
３
７
０
号
線
野
依
交
差
点

改
良
工
事
に
伴
い
、
同
道
路
敷
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
下
水
道
圧
送
管

を
移
設
す
る
に
あ
た
り
、
歳
出
と

し
て
仮
設
工
事
費
及
び
本
設
工
事

の
実
施
設
計
費
を
増
額
補
正
し
ま

し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１，
５
０

０
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

８
８
２，
５
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
市
立
病
院
建
設
工
事
に
か
か

る
追
加
経
費
及
び
工
期
予
定
が
若

干
延
び
る
こ
と
に
よ
る
継
続
費
の

予
算
を
補
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
資
本
的
収
入
１，

６
０
５，
２
７
４
千
円
、
資
本
的
支

出
１，
７
０
５，
２
７
３
千
円
に
減
額

し
、
継
続
費
は
総
額
６，
５
０
０，
０

０
０
千
円
を
総
額
５，
９
７
７，
８
７

０
千
円
に
、
年
度
を
２１
年
度
か
ら

２４
年
度
を
２１
年
度
か
ら
２５
年
度
に
、

年
割
額
を
２４
年
度
２，
２
２
９，
４

７
６
千
円
か
ら
１，
４
５
０，
５
８
３

千
円
に
減
額
し
、
２５
年
度
に
２
５

６，
７
６
３
千
円
を
補
正
し
ま
す
。

【
平
成
２４
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
台
風
４

号
等
に
起
因
す
る
公
共
土
木
施

設
・
農
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
、

奈
良
県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業（
６

事
業
）、
平
成
２４
年
９
月
よ
り
実
施

の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
導
入

に
伴
う
諸
費
用
の
精
査
、
定
住
促

進
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の

追
加
、
将
来
の
財
政
負
担
に
備
え

る
た
め
財
政
調
整
基
金
積
立
金
な

ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
７，

２
９
０
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ

ぞ
れ
１
８，
５
５

２，
５
７
２
千
円

と
し
ま
し
た
。

◆
決
　
算
　
関
　
係
◆

◎
決
算
審
査
認
定
に
つ
い
て
◎

平
成
２３
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
決
算
認
定
の
審
議
を

行
う
た
め
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
９
月
１９
日
に
委
員
会

を
開
催
し
て
審
議
し
ま
し
た
。

９
月
２７
日
の
本
議
会
で
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
に
よ
る

審
査
結
果
の
報
告
の
後
、
平
成
２３

年
度
各
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
市
営
霊
苑
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計
利
益
処
分
及
び
歳
入
歳
出
決

算
認
定

○
水
道
事
業
特
別
会
計
利
益
処
分

及
び
歳
入
歳
出
決
算
認
定



小
・
中
学
校
の
い
じ
め
問
題

に
つ
い
て

教
育
委
員
会
で
は
、
各
小
・

中
学
校
の
い
じ
め
に
関
す
る

問
題
を
共
通
認
識
し
、
生
活
観
察

な
ど
で
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
及
び
再
発
防
止
に
努
め

て
い
る
。
今
回
他
市
で
発
生
し
た

い
じ
め
の
報
道
か
ら
、
文
部
科
学

省
や
県
教
育
委
員
会
の
指
示
を
受

け
て
、
各
学
校
に
お
け
る
取
り
組

み
強
化
や
指
導
体
制
の
再
点
検
を
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◆
条
例
・
規
則
の
改
正
な
ど
◆

◆
そ
の
他
◆

◆
公
の
施
設
の指定

管
理
に
つ
い
て
◆

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と

平
成
２４
年
６
月
発
生
の
榛
原
萩

原
１
２
７
１
番
地
付
近
、
市
道
玉

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
市
防
災
会
議
条
例
及
び
市
災
害
対

策
本
部
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
・
課
題

を
受
け
、
防
災
対
策
の
全
般
的
見

直
し
を
図
る
た
め
に
災
害
対
策
基

本
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
宇
陀
市
防
災
会
議
条
例

及
び
宇
陀
市
災
害
対
策
本
部
条
例

の
一
部
を
改
正
し
、
市
防
災
会
議

と
災
害
対
策
本
部
の
所
掌
事
務
の

見
直
し
・
明
確
化
を
図
る
た
め
、

市
防
災
会
議
の
組
織
及
び
所
掌
事

務
の
規
程
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て平

成
１７
年
に
寄
贈
を
受
け
た
約

１，
２
０
０
種
、
約
３，
０
０
０
本
の

カ
エ
デ
を
活
用
し
、
廃
校
と
な
っ

た
旧
宇
太
小
学
校
及
び
旧
宇
太
保

育
所
の
跡
地
に
お
い
て
、
平
成
２０

年
度
よ
り
５
年
間
事
業
と
し
て
、

ワ
ー
ル
ド
メ
イ
プ
ル
パ
ー
ク
整
備

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

敷
地
面
積
　
１
６，
０
０
０
㎡
に

カ
エ
デ
の
展
示
圃
場
　
９，
９
０
０

㎡
、
観
賞
用
及
び
育
苗
用
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
４
棟
、
東
屋
、
修
景
池
、

灌
水
設
備
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
兼
駐

車
場
を
備
え
た
カ
エ
デ
を
中
心
と

し
た
公
園
が
本
年
度
完
成
し
、
平

成
２５
年
度
か
ら
供
用
開
始
す
る
に

あ
た
り
、「
ワ
ー
ル
ド
メ
イ
プ
ル
パ

ー
ク
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

公
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
２５

年
４
月
１
日
よ
り
、
次
の
指
定
管

理
者
を
決
定
し
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

公
の
施
設
名

ワ
ー
ル
ド
メ
イ
プ

ル
パ
ー
ク
　
所
在
地

菟
田
野
古

市
場
１
３
５
番
地
の
２
　
指
定
管

理
者
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
陀
カ
エ
デ
の

郷
づ
く
り
　
指
定
の
期
間

平
成

２５
年
４
月
１
日
〜
平
成
３０
年
３
月

３１
日

次
の
意
見
書
を
採
択
し
、
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

・
自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災

の
た
め
の
事
業
に
対
す
る
国
の
財

政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

◆
意
見
書
に
つ
い
て
◆

指
示
し
、
全
小
・
中
学
校
に
い
じ

め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
い
じ
め
問
題
に
関
す
る
教

職
員
の
研
修
を
実
施
し
た
う
え
で
、

そ
の
対
応
や
法
的
な
責
任
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、

県
教
育
委
員
会
と
連
携
を
深
め
、

市
内
関
係
団
体
や
人
権
擁
護
委
員
、

民
生
児
童
委
員
、
青
少
年
指
導
員

な
ど
の
皆
さ
ん
に
い
じ
め
問
題
の

早
期
発
見
・
対
応
に
向
け
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
は
道
徳

教
育
活
動
を
強
化
し
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

い
じ
め
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把
握

し
、
迅
速
に
的
確
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。朽

ち
る
公
共
施
設
・
イ
ン
フ

ラ
・
機
械
等
の
対
策
と
整
備

計
画
に
つ
い
て

市
の
保
有
施
設
の
稼
働
率

を
、
向
上
さ
せ
る
考
え
方
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
公
共

施
設
の
再
配
置
に
向
け
て
検
討
し

て
お
り
、
農
林
関
係
機
関
の
大
宇

陀
地
域
事
務
所
へ
の
移
転
計
画
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
農
林

会
館
へ
の
移
転
な
ど
、
県
や
関
係

団
体
と
連
携
や
協
議
し
な
が
ら
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
邁
進

し
た
い
。
市
が
保
有
す
る
温
水
プ

ー
ル
を
活
用
し
、
小
・
中
学
校
の

プ
ー
ル
管
理
の
手
間
や
費
用
の
削

減
を
目
指
す
。
広
く
公
共
施
設
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

念
頭
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
施

設
の
有
効
活
用
を
進
め
て
い
き
た

い
。

「
産
業
振
興
会
議
の
提
言
書
」

を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
し

振
興
を
図
っ
て
い
く
の
か

提
言
を
受
け
、
観
光
の
活
性

化
は
、
記
紀
・
万
葉
の
舞
台

で
あ
る
宇
陀
市
の
資
源
を
活
用
す

る
た
め
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
記

紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
構

想
を
市
と
し
て
策
定
を
行
い
、
今

年
度
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
計
画
を
も
と

に
、
豊
富
な
歴
史
資
源
を
最
大
限

に
生
か
し
、
地
域
の
伝
統
文
化
と

融
合
し
て
宇
陀
市
の
魅
力
を
市
内

外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
の
発
展

と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
近
鉄
榛
原
駅
を

利
用
す
る
観
光
客
へ
の
拠
点
施
設

「
う
だ
観
処
」
に
つ
い
て
、
観
光
情

報
の
発
信
だ
け
で
な
く
、
お
土
産

と
し
て
市
内
の
特
産
品
や
特
産
物

を
販
売
す
る
販
売
所
と
し
て
整
備

し
て
は
ど
う
か
と
の
提
言
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
有

機
農
業
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
農
家
団
体
又
は
、

市
内
企
業
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

林
業
の
活
性
化
で
は
、
林
業
界
の

活
性
化
を
考
え
、
今
年
度
よ
り
住

宅
の
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
し

市
内
産
の
木
材
を
構
造
材
、
内
装

材
に
使
っ
た
場
合
に
補
助
す
る
宇

陀
市
産
木
材
利
用
促
進
事
業
の
創

設
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
、
市
内
関
係
団
体

と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

立
２
号
線
に
て
、
市
道
路
側
帯
の

草
刈
り
作
業
中
、
雑
草
下
に
あ
っ

た
小
石
に
草
刈
り
機
が
接
触
飛
散
、

ひ
の
き
坂
北
交
差
点
、
赤
信
号
で

停
車
中
の
市
内
団
体
の
車
両（
軽
四

輪
）運
転
席
側
の
ガ
ラ
ス
に
損
傷
を

与
え
た
事
故
に
対
し
、
相
手
と
和

解
し
損
害
賠
償
額
を
支
払
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
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「
な
ら
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
９
年
間
で
宇
陀
市

観
光
の
集
大
成
を
図
る
べ
し

県
で
は
、
平
城
遷
都
１
３
０

０
年
祭
が
も
た
ら
し
た
奈
良

へ
の
関
心
を
持
続
す
る
た
め
に
、

平
成
２４
年
度
は
古
事
記
が
誕
生
し

て
１
３
０
０
年
、
平
成
３２
年
は
日

本
書
紀
が
完
成
し
て
１
３
０
０
年

と
い
う
節
目
の
年
を
つ
な
ぎ
、
平

成
２３
年
度
か
ら
記
紀
・
万
葉
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市
内
に
は
、
古
事
記
・
日
本
書

紀
・
万
葉
集
に
登
場
す
る
歴
史
の

舞
台
と
し
て
数
多
く
の
史
跡
等
を

有
し
て
お
り
、
古
代
歴
史
の
ロ
マ

ン
を
探
訪
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
地

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
の
歴
史

的
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

地
域
の
誇
り
の
醸
成
、
誘
客
の
促

進
を
目
標
と
し
て
、
宇
陀
市
記

紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
構

想
を
策
定
し
、
関
係
各
部
署
が
参

画
す
る
宇
陀
市
記
紀
・
万
葉
庁
内

推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。

不
妊
治
療
・
不
育
治
療
に
対

す
る
助
成
に
つ
い
て

市
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
対

す
る
施
策
、
現
役
世
代
の
定

住
促
進
等
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。
市
に
お
け
る
急

速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
に
よ
る
地
域
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
、
子
育
て
環
境
や
支
援
、
子

ど
も
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境

を
多
く
の
市
民
の
方
々
が
望
ん
で

い
る
。
奈
良
県
特
定
治
療
費
支
援

事
業
の
申
請
件
数
か
ら
見
て
、
少

子
高
齢
化
に
歯
ど
め
を
か
け
る
施

策
と
し
て
、
不
妊
治
療
に
対
す
る

施
策
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

健
康
う
だ
２１
計
画
の
次
期
５
カ
年

計
画
策
定
に
向
け
た
課
題
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
の
活
性
化
と
な
る
観
光
誘

致
と
道
路
整
備
に
つ
い
て

国
道
３
７
０
号
の
大
宇
陀
関

戸
か
ら
宮
奥
ダ
ム
に
至
る
市

道
大
東
多
武
峰
線
は
、
大
峠
ト
ン

ネ
ル
を
経
て
、
桜
井
市
の
多
武
峰

談
山
神
社
や
明
日
香
村
石
舞
台
古

墳
、
橿
原
市
の
藤
原
京
へ
通
じ
、

橿
原
、
明
日
香
、
桜
井
、
宇
陀
を

周
遊
す
る
新
た
な
広
域
観
光
道
路

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成
２０

年
４
月
に
大
峠
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

し
て
以
来
、
需
要
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
ま
す
ま
す
重
要
性
は
高
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
談
山
神
社

か
ら
桜
井
市
街
地
方
面
に
向
か
う
、

県
道
桜
井
吉
野
線
及
び
明
日
香
地

区
で
も
県
道
多
武
峰
見
瀬
線
に
未

整
備
区
間
が
あ
り
、
関
係
す
る
市

村
が
県
に
対
し
早
期
の
整
備
要
望

を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
宇

陀
市
側
は
、
整
備
済
み
で
も
農
道

規
格
が
あ
り
、
宮
奥
ダ
ム
上
流
付

近
に
は
急
カ
ー
ブ
が
多
く
、
大
型

バ
ス
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
広
域
観
光
道
路
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
目
指
し
、
宇
陀
地
域

の
交
流
人
口
の
増
加
と
滞
在
型
観

光
に
向
け
、
明
日
香
村
、
桜
井
市

の
県
道
整
備
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、

道
路
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

在
宅
医
療
、
介
護
の
体
制
を

創
り
上
げ
る
た
め
に

新
市
立
病
院
の
建
設
は
、
順

調
に
経
過
し
て
お
り
、
平
成

２５
年
４
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

の
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
１９

年
総
務
省
か
ら
の
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
市
立
病

院
の
事
業
経
営
に
伴
う
改
革
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
平
成
２１
年
か
ら
の

３
ヵ
年
の
経
過
は
、
経
常
収
支
比

率
９０
％
前
後
を
赤
字
と
考
え
て
、

平
成
２１
年
が
９９
％
、
平
成
２２
年
が

９８
・
７
％
、
平
成
２３
年
９２
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。
医
師
の
確
保
で

は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
医

師
の
処
遇
改
善
や
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
ま
た
、
医
師
や
病
院
ス
タ

ッ
フ
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
、

職
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
る
。

病
院
の
事
業
推
移
を
検
討
し
な
が

ら
、
今
後
の
運
営
上
で
、
全
部
適

用
の
制
度
も
視
野
に
考
え
て
進
め

て
い
き
た
い
。

在
宅
診
療
の
後
方
支
援
と
し
て
、

市
立
病
院
や
近
隣
の
医
療
機
関
に

よ
る
、
受
入
協
力
体
制
の
検
討
も

必
要
と
考
え
、
関
係
福
祉
部
局
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
、
市
立
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

で
の
研
究
会
を
開
催
し
、
サ
ー
ビ

ス
策
定
に
向
け
て
意
見
交
換
・
調

整
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

高
原
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

市
立
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

現
在
の
図
書
館
は
狭
隘

き
ょ
う
あ
い

な
と

こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
利
用
の

仕
方
に
つ
い
て
工
夫
を
し
な
が
ら
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
と
し

て
、
市
が
果
た
す
べ
き
図
書
館
の

役
割
を
十
分
検
討
し
、
有
効
的
な

活
用
に
努
め
た
い
。
新
し
く
導
入

し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
利

便
性
が
高
ま
っ
た
と
は
い
え
、
地

域
間
格
差
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
格
差
解
消
に
向
け
て
努
力

し
、
新
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
中
央
図
書
館
の
老
朽
化
を
考

慮
し
て
、
市
の
規
模
か
ら
２，
６
０

０
㎡
以
上
の
も
の
を
市
の
所
有
地

の
活
用
や
複
合
施
設
と
し
て
、
市

の
財
政
状
況
も
考
慮
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

県
宇
陀
土
木
事
務
所
の
統
合

移
転
に
つ
い
て

大
宇
陀
地
域
が
土
木
事
務
所

存
続
に
か
け
て
き
た
ご
努
力

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
認
識
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
、
今
回
の
県
の
方

針
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
市
は
、

昨
年
１１
月
に
県
が
耳
成
高
校
跡
へ

の
全
面
移
転
と
い
う
計
画
を
公
表

し
て
か
ら
、
管
内
３
村
と
連
携
し

反
対
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
今

年
６
月
に
示
さ
れ
た
、
宇
陀
土
木

事
務
所
人
員
の
半
数
以
上
を
残
す

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

土
木
事
務
所
が
災
害
時
対
策
の
拠

点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
化
が

で
き
て
い
る
菟
田
野
地
域
事
務
所

へ
の
移
転
は
、
同
じ
宇
陀
市
内
へ

の
移
転
、
市
の
施
設
の
有
効
活
用

に
つ
な
が
る
の
で
受
け
入
れ
た
い
。

東
部
農
林
振
興
事
務
所
も
併
せ
て

入
居
さ
れ
る
こ
と
は
、
非
常
時
も

含
め
て
有
効
に
機
能
し
、
心
強
い

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

市
道
管
理
に
つ
い
て

市
道
管
理
は
、
日
々
職
員
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、

異
常
を
発
見
し
た
場
合
や
地
元
住

民
や
通
行
者
に
よ
る
不
都
合
な
箇

所
を
通
報
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て

い
る
。
道
路
面
の
穴
ぼ
こ
、
ク
ラ

ッ
ク
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の
が
た

つ
き
、
倒
木
、
陥
没
、
側
溝
の
破

損
、
草
木
が
道
路
へ
緩
衝
し
て
い

る
場
合
等
が
あ
り
、
重
大
な
事
故

に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

速
や
か
に
現
場
に
出
向
き
、
安
全

確
保
し
た
上
で
応
急
手
当
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
る
。

道
路
の
除
草
作
業
に
つ
い
て
、

住
民
や
市
内
諸
団
体
の
方
々
の
協

力
に
よ
り
進
め
て
い
る
部
分
も
あ

る
が
、
今
ま
で
の
地
域
ぐ
る
み
の



除
草
作
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
担

い
手
の
減
少
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
道
路
周
辺

の
雑
草
に
よ
る
、
交
通
事
故
発
生

の
危
険
性
や
景
観
な
ど
を
考
え
、

除
草
の
回
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
場
合
や
カ
ー
ブ
で
見
通

し
が
悪
い
と
こ
ろ
、
国
県
道
に
つ

い
て
も
、
土
木
事
務
所
と
連
携
を

と
り
臨
機
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金
の

あ
り
方
に
つ
い
て

①
行
政
が
何
も
か
も
主
導
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、
市
民

が
企
画
、
活
動
で
き
る
市
民
公
募

型
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
市
民
参

加
型
の
協
働
を
進
め
る
、
②
市
民

活
動
の
盛
り
上
が
り
が
少
し
で
も

産
業
振
興
に
つ
な
が
れ
ば
と
い
う

期
待
、
③
市
の
補
助
金
を
見
直
す

必
要
性
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
の
公

募
型
補
助
金
制
度
の
採
用
を
検
討

し
て
い
く
必
要
性
、
３
点
の
意
図

に
よ
り
制
度
の
創
設
を
行
っ
た
。

補
助
金
交
付
要
綱
で
は
、「
市
内
で

活
動
す
る
団
体
が
行
う
新
た
な
取

り
組
み
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
に
よ
る
主

体
的
で
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
の
発

展
に
寄
与
す
る
」
を
目
的
と
し
て

い
る
。
事
業
採
択
は
、
審
査
委
員

会
に
て
、
応
募
団
体
が
自
ら
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
決
定
し

て
い
る
。
こ
の
審
査
も
公
開
に
よ

る
公
平
性
を
確
保
す
る
ほ
か
、
市

民
団
体
同
士
が
刺
激
し
合
う
こ
と

で
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
、
定
住
促
進

奨
励
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
は
、
市

に
あ
る
空
き
家
、
空
き
地
の

有
効
活
用
を
通
し
て
本
市
へ
の
定

住
促
進
を
図
る
た
め
、
平
成
２３
年

度
か
ら
設
置
、
今
年
８
月
末
ま
で

に
４９
物
件
を
登
録
し
、
そ
の
う
ち

２２
件
が
成
約
、
現
在
公
開
中
の
物

件
が
２７
件
と
な
っ
て
い
る
。

移
住
希
望
者
と
移
住
先
地
域
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
細
部
に
わ

た
っ
て
の
、
審
査
ま
で
は
行
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
定
住
促

進
奨
励
金
制
度
を
設
け
た
こ
と
で
、

効
果
も
出
て
お
り
、
自
治
会
や
宅

建
業
者
や
転
入
者
か
ら
は
好
評
も

い
た
だ
い
て
い
る
。
市
が
紹
介
し

て
い
る
と
い
う
信
頼
度
と
、
定
住

促
進
奨
励
金
制
度
に
よ
る
効
果
で

あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
制
度

自
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、

そ
の
課
題
を
精
査
し
な
が
ら
、
今

後
の
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

つ
い
て

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
お
り
、
①

宇
陀
市
の
行
財
政
の
改
革
の
推
進
、

②
住
み
よ
い
み
ん
な
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
、
③
宇
陀
市
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び
選
択
と
集
中

に
よ
る
投
資
、
こ
の
内
容
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、「
高
原
の

文
化
都
市
、
四
季
の
風
薫
る
宇
陀

市
の
実
現
」
と
の
整
合
性
に
配
慮

し
、
既
存
事
業
の
継
続
、
新
規
事

業
の
追
加
を
行
っ
て
き
た
。
前
期

の
総
合
計
画
の
本
旨
を
大
き
く
逸

脱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
継
続

的
施
策
を
す
す
め
、
特
色
あ
る
必

須
的
施
策
を
模
索
し
な
が
ら
、
産

業
振
興
会
議
、
行
財
政
刷
新
会
議

の
答
申
を
考
慮
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

市
総
合
計
画
、
後
期
基
本
計

画(

案)

と
宇
陀
市
産
業
振
興

会
議
か
ら
の
「
産
業
振
興
の

た
め
の
提
言
書
」
に
つ
い
て

宇
陀
市
の
経
済
社
会
状
況
、

文
化
や
自
然
環
境
を
考
慮
し

た
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
が
活

動
、
活
躍
で
き
、
市
民
が
安
心
し

て
住
み
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

産
業
振
興
会
議
の
答
申
、
行
財
政

刷
新
会
議
の
答
申
な
ど
か
ら
、
新

た
な
視
点
で
、
改
革
、
改
善
と
宇

陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。
総
合
的
な
意

味
で
の
行
政
経
営
と
い
う
視
点
を

持
ち
、
定
住
自
立
圏
、
生
活
圏
を

目
指
し
、
便
利
な
住
み
よ
い
宇
陀

市
づ
く
り
を
、
市
民
と
と
も
に
着

実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

重
点
施
策
の
産
業
振
興
、
農
業

の
先
進
地
を
目
指
す
、
ま
た
６
次

産
業
化
の
環
境
拠
点
づ
く
り
、
宇

陀
市
何
々
王
国
構
想
、
ウ
エ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
、
健
康
増
進
、
生
き
が

い
づ
く
り
、
医
療
の
充
実
、
定
住

促
進
と
し
て
都
市
と
農
村
と
の
交

流
、
住
環
境
の
整
備
、
市
民
と
の

協
働
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
、

地
域
力
向
上
を
目
指
し
、
そ
の
原

資
に
な
る
の
が
行
政
改
革
の
さ
ら

な
る
推
進
で
あ
る
と
考
え
、
計
画

を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

市
行
財
政
刷
新
改
革
会
議
の

市
行
財
政
改
革
に
関
す
る
提

言
書
に
つ
い
て

宇
陀
市
行
財
政
刷
新
会
議

は
、
市
長
が
就
任
後
に
産
業

振
興
会
議
と
と
も
に
設
置
し
た
政

策
実
現
の
た
め
の
会
議
。
宇
陀
市

の
行
財
政
の
改
革
に
関
し
て
市
長

か
ら
求
め
ら
れ
た
個
々
の
課
題
に

対
し
、
専
門
的
な
側
面
か
ら
提
言

し
て
い
た
だ
く
会
議
で
あ
る
。
今

回
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
提
言
書

で
は
、
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担

の
見
直
し
や
、
行
財
政
改
革
推
進

の
具
体
策
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ

い
た
、
市
と
し
て
す
で
に
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
し
、
可
能

な
限
り
具
現
化
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
宇
陀

市
の
独
居
家
庭
の
安
心
・
安

全
対
策
に
つ
い
て

全
国
的
に
、
高
齢
者
の
孤
独

死
の
問
題
が
あ
る
。
市
で
は
、

そ
の
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
関
係
団
体
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
隊
は
、

各
地
域
の
連
合
自
治
会
や
民
生
児

童
委
員
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
関

係
機
関
に
趣
旨
を
説
明
し
、
地
域

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

意
思
の
あ
る
自
治
会
に
は
、
さ
ら

に
個
別
に
説
明
会
を
実
施
し
、
見

守
り
、
声
か
け
、
身
近
な
支
え
合

い
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た

だ
く
よ
う
な
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

最
先
端
Ｉ
Ｔ
技
術
の
体
制
で
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
方
式
と
呼
ば
れ
る

手
法
も
視
野
に
い
れ
、
高
齢
者
の

安
心
・
安
全
対
策
の
改
革
に
努
め

て
い
く
。
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一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
に
１

８
１
億
７
千
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
予
算
や
上
半
期
の
補
正
予
算
を
合
わ
せ
る

と
９
月
末
現
在
の
予
算
現
額
は
、
１
９
４
億
１

８
１
万
５
千
円
で
、
そ
の
う
ち
歳
入
は
約
５２
・

３
％
に
あ
た
る
１
０
１
億
５,
６
６
６
万
５
千

円
が
収
入
済
み
、
歳
出
は
約
３５
・
４
％
に
あ
た

る
６
８
億
６,
０
４
８
万
８
千
円
が
支
出
済
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

20億円 40億円 60億円 80億円

7億2,880万6千円
2億7,942万円（収入率：38.3％）

5,073万4千円（収入率：6.0％）
8億4,663万7千円

20億2,664万2千円
5億7,364万8千円（収入率：28.3％）

27億9,870万円
0円（収入率：0.0％）

87億3,500万円
59億7,904万円（収入率：68.4％）

7億5,323万5千円
3億2,500万9千円（収入率：43.1％）

6億5,952万2千円
12億3,484万1千円（収入率：187.2％）

28億5,327万3千円
17億1,397万3千円（収入率：60.1％）

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

土木費

商工費

農林水産業費

消防費

衛生費

民生費

総務費

議会費

10億円 20億円 30億円 40億円
○使用料及び手数料

2億8,753万9千円（1億5,101万3千円）【52.5％】
○分担金及び負担金

2億2,654万2千円（9,093万2千円）【40.1％】
○諸収入　1億7,404万円（7,518万3千円）【43.2％】
○財産収入 6,461万3千円（771万1千円）【11.9％】
○寄附金　　　 50万1千円（17万円）【33.9％】

○地方消費税交付金　
2億6,700万円（1億3,587万2千円）【50.9％】

○地方譲与税　　
2億3,340万1千円（6,663万6千円）【28.6％】

○ゴルフ場利用税交付金　
7,870万円（2,979万8千円）【37.9％】

○自動車取得税交付金
7,770万円（2,363万8千円）【30.4％】

○繰入金 2,593万4千円（0千円）【0.0％】
○利子割交付金 1,430万円（463万2千円）【32.4％】
○配当割交付金 1,420万円（502万4千円）【35.4％】
○地方特例交付金　

900万円（1,079万2千円）【119.9％】
○交通安全対策特別交付金

567万1千円（302万8千円）【53.4％】
○株式等譲渡所得割交付金　290万円（0千円）【0.0％】

0千円（執行率：0.0％）
2,634万6千円

14億3,813万円（執行率：40.4％）
35億5,599万1千円

3,953万6千円（執行率：21.5％）
1億8,408万3千円

9億1,374万6千円（執行率：29.1％）
31億4,386万3千円

5億7,600万円（執行率：50.2％）
11億4,845万2千円

3億1,984万2千円（執行率：19.9％）
16億733万2千円

1億3,629万7千円（執行率：45.4％）
2億9,993万1千円

1億20万4千円（執行率：18.9％）
5億3,046万4千円

7億9,650万5千円（執行率：34.2％）
23億2,898万4千円

16億7,791万2千円（執行率：38.2％）
43億9,765万9千円

7億5,857万7千円（執行率：37.8％）
20億691万9千円

1億373万9千円（執行率：60.4％）
1億7,179万1千円

予算額 収入済額

予算額 執行済額

市税

その他自主財源

繰越金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

その他交付金等

市債

内訳※1（右下）

内訳※2（右下）

億 万 千円

億 万 千円

「その他自主財源」の内訳
（ ）内は収入済額、【 】は収入率

内訳※1

「その他交付金等」の内訳
（ ）内は収入済額、【 】は収入率

内訳※2

市民のみなさんに市の財政状況を知っていただくため、平成24年度上半期（4月～9月）の
予算の執行状況をお知らせします。 財政課（182‐1305／IP188‐9071）

※予算額には、23年度繰越予算を含みます。



特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出

と
区
別
し
て
経
理
す
る
た
め
に
、
条
例
に
よ
り
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

7 広報うだ　2012.12

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
　
　
業
　
　
会
　
　
計

美榛苑事業

市立病院事業

介護老人保健施設事業

水道事業
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◆職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年4月1日現在）

◆職員給与費の状況（普通会計決算）

※平成23年4月から榛原地域事務所は、地域自治区制の廃止により廃止しました。
※平成24年4月から市長の事務部局に子ども支援課を新設し、教育委員会の事務部局で行って
いた保育所業務等を子ども支援課へ所管替えを行いました。

◆職員数の状況

～給与、職員の任免および職員数に関する状況～

◆人件費の状況（普通会計決算）

○普通会計とは、市の全ての会計から公営企業などの特別会計（病院、水道、介護老人保健
施設、下水道など）を除いたものです。
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◆職員の手当の状況

※地域手当とは、民間賃金の高い地域との給与水準の
調整を図るため、従前の調整手当に替えて支給する
手当をいいます。
※特殊勤務手当とは、著しく不快、不健康または困難
な勤務に対して給与上の特別な考慮を行うため、そ
の勤務の特殊性に応じて支給する手当をいいます。

◆特別職の報酬等の状況（平成24年3月31日現在）

◆分限処分と懲戒処分の状況（平成22年度）
※分限処分とは、心身の故障等により職務を果た
せない場合に公務能率を維持するための処分を
いいます。
※懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非
行があった場合に行う処分をいいます。

◆公平委員会の状況（平成23年度）

◆ホームページで詳細を公表します
市職員の給与は、「宇陀市の一般職の職員の給与に関する条例」のほか、関係条例・規則等の規定

に基づき支給しています。また、市職員の給与・定員管理等の詳しい内容については、市ホームペ
ージで来年3月頃公表する予定です。

※職員は、給与など勤務条件に関して、公平委員会に対し、市の
当局より適当な措置をとられるよう要求することができます。
また、懲戒処分など不利益な処分を受けたときは、公平委員会
に対し不服申立てをすることができます。

～分限処分・懲戒処分等の状況～

※（ ）は、給料減額前の額です。（平成22年7月から市長が給料月額の30％、副市長及び
教育長が給料月額の20％の減額措置を実施しています。）

人事課（182‐1303／IP188‐9069）



紅
葉
の
季
節
も
過
ぎ
、
平
成
２４

年
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
・
嬉

し
か
っ
た
こ
と
・
失
敗
し
た
こ
と

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
来
年
の
飛
躍
の
た
め

に
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

１１
月
５
日
、
市
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
た
宇
陀
市
「
記
紀
・
万
葉
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
ス

タ
ー
ト
に
、『
記
紀
・
万
葉
』
に

ち
な
ん
だ
「
企
画
展
」、「
講
演

会
」、「
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
な

ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
展
で
は
、
市
役
所
３
階
応

接
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
「
神
武
天

皇
聖
跡
案
内
図
」（
吉
田
初
三
郎

作
）
や
国
宝
の
文
祢
麻
呂
将
軍
墓

誌
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
皆
さ
ん
に

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
日
本
書
紀
が
完
成
し

て
か
ら
１
３
０
０
年
経
っ
た
２
０

２
０
年
ま
で
、
宇
陀
市
に
関
わ
る

「
記
紀
・
万
葉
」
を
市
内
外
に
発

信
し
、
宇
陀
市
の
歴
史
的
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
も
、
悠
久
の
歴
史

あ
る
宇
陀
市
に
住
ん
で
い
る
と
実

感
し
、
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
月
、
東
京
奈
良
県
人
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
東
京
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
宇
陀
市
出
身
の
方

と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
遠

く
に
あ
っ
て
も
故
郷
へ
の
想
い
は

熱
く
、
私
の
話
す
「
宇
陀
弁
」
を

懐
か
し
く
感
じ
、
相
通
ず
る
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
で
は
下
水
道
協
会

の
懇
談
会
に
も
参
加
し
、
市
の
流

域
下
水
道
問
題
に
つ
い
て
関
係
機

関
に
協
力
を
要
請
し
て
き
ま
し

た
。今

、
世
界
情
勢
が
日
々
刻
々
と

変
わ
り
、
日
本
の
政
権
も
多
く
の

方
々
の
意
見
や
主
張
の
中
で
、
一

歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
る
た
め
、
連

立
し
な
け
れ
ば
内
閣
が
作
れ
な
い

と
き
に
き
て
い
ま
す
。
世
界
経
済

は
変
革
中
で
、
世
界
経
済
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
た
め
に
、
我
が
日

本
も
、
も
う
一
度
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
が
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

著
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中

で
、
Ｉ
Ｔ
関
係
を
含
む
何
も
か
も

が
、
と
て
も
便
利
な
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
仕
事
に
活
用
す
る
か
、

ま
た
、
機
能
に
見
合
う
仕
事
を
す

る
か
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
せ

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
Ｉ
Ｔ
リ
テ

ラ
シ
ー
（
Ｉ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
能

力
）
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

勉
強
し
活
用
し
た
い
と
思
い
ま

す
。我

が
宇
陀
市
も
、
ま
だ
ま
だ
発

展
途
中
で
す
。
宇
陀
市
の
自
然
・

社
会
環
境
に
適
し
た
経
営
管
理
が

必
要
で
す
。
奈
良
県
や
政
府
の
考

え
方
も
参
考
に
し
な
が
ら
、「
新

た
な
宇
陀
市
モ
デ
ル
」
を
作
り
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ

い
ろ
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
確
実
に
実
行

し
て
い
け
る
行
政
体
制
が
必
要
と

感
じ
て
い
ま
す
。

四
季
の
中
で
も
冬
は
、
誰
し
も

同
じ
で
「
寒
い
」
も
の
で
す
が
、

宇
陀
市
の
冬
を
感
じ
、
楽
し
ん
で

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

№
２９
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文化財保護功労者に感謝状

11月3日、奈良県教育委員会から、村田一成さん（榛原
あかね台）と浦上謙造さん（室生西谷）に、文化財保護功労
者の感謝状が送られました。
両氏は、宇陀市文化財保護審議会委員や奈良県文化財保
護指導委員をはじめ、市内の文化財調査員などを務められ、
文化財の保護・調査を長年にわたり行ってこられました。
これらの文化財保護活動に対して、感謝状が送られたもの
です。
市内には、多くの文化財があります。これからも貴重な
文化財を大切にし、次代へと伝えましょう。

東京奈良県人会に参加したようす
（11月9日開催）
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青少年健全育成協議会が街頭啓発
11月の「子ども・若者育成支援強調月間」に

伴い、市青少年健全育成協議会は、11月1日早
朝より、「青少年健全育成啓発標語」の最優秀
作品が掲載されたポケットティッシュを市内各
所で配布し街頭啓発を行いました。
市内中学校・高校

の生徒から応募いた
だいた標語の中から、
優秀作品を紹介しま
す。

【入賞作品】（敬称略）
最優秀：大切な みんなの笑顔 消さないで

（榛生昇陽高校1年　藤本麻穂）
優　秀：思いやり みんなの気持ち 大切に

（大宇陀高校2年　上田光海）
最優秀：あいさつは 言われる前に 自分から

（榛原中学校2年　吉村風輝）
優　秀：いじめてる あなたの心が 泣いている

（大宇陀中学校3年　松岡明日香）
友達を 救う一歩は 気づくこと

（菟田野中学校3年　伊カ谷玲奈）
あいさつで みんなの笑顔 広げよう

（室生中学校2年　松本歩羽）

宇陀市食生活推進委員が表彰

このたび、宇陀市食生活改善推進
員協議会（仲浦美好会長　会員141名）
が、平成24年度栄養関係功労者の厚
生労働大臣表賞を受賞されました。
この表彰は、食生活を通して健康

づくりのボランティア活動を行い、
栄養改善等について尽力された個人
や組織に対して行なわれているもの
で、今回の受賞は食を通じた健康づ
くりの積極的な普及活動が認められ
たものです。
今後、この受賞を励みとして、よ

り一層の活躍を期待します。

「全国学校給食甲子園」で
市立学校給食センターが特撰

10月27日、大阪市で開かれた「第7回全国学校給食甲
子園」（全国から2,271校応募）の中部・近畿ブロック代表
施設として市立学校給食センターが特撰をいただきまし
た。
本大会は、学校給食で提供されている献立内容はもと

より、郷土を代表する地場産物の活かしかたを競いなが
ら、食育を啓発するために行われているものです。
特撰となった給食内容は、宇陀産

の黒大豆を用いた黒豆ご飯、奈良県
産の大和まなを使った和え物、吉野
葛でとろみをつけた奈良のっぺい、
明日香ルビーを取り入れた地元及び
県内の産物を活用した献立でした。

万葉歌碑の「書」を展示
庁舎1階ホールにおいて、市内の万

葉歌碑を題材にした「書」が12月中頃
まで市観光連盟主催で展示されます。
展示にあたり協力をいただいてい

る学生の金丸幸代さんの「大王は」
と、村上実希さんの「東の野に」が、
「第63回奈良県美術展覧会」で「紀
記・万葉」を題材とした書で初入選
されました。
「紀記・万葉」を通じて、若い人

たちにも歴史を振り返ってほしい、
宇陀市に愛着をもってほしいと思い
ます。

室生中「日本学生科学賞奈良県審査」を受章
【最優秀賞（県教育委員会賞）】（順不同・敬称略）
◆題名「タマネギの根を用いた細胞分裂の観察

～種子からの発根のようすと分裂数～」
受賞者…洞出郁（3年）、辻村真咲（3年）
※県代表として「中央審査」作品に選出されました。
【優秀賞】
◆題名「水の濁度の研究2012」
受賞者…加藤裕羽（3年）、倉内翔真（3年）、北島基裕
（3年）、北島康喜（2年）
◆題名「土の研究」
受賞者…山本大地（3年）、杉中崇倖（3年）、白井望（3
年）、服部孝亮（3年）
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宝くじ助成金で備品などを購入
（財）自治総合センターでは、宝くじの普及広

報事業費として受け入れる受託事業収入を財源
として、住民の行うコミュニティ活動の助成事
業を行っています。地域のコミュニティの発展
に寄与することを期待しています。
【助成金を受けた自治会】
大宇陀中河原自治会…地域のコミュニティ活動
を活性化し自治意識の向上を図るため、集会所
備品や清掃活動備品の整備をしました。
大宇陀才ケ辻自治会…コミュニティの輪を広げ
ることで地域の活性化を図るため、様々な団体
が利用する集会所の備品や伝統文化の継承のた
め太鼓を整備しました。
菟田野芳野校区自治会…文化振興のために古い
歴史と共に培われた伝統行事の継承を行い、地
域の自治意識の向上を図るため半天などの祭用
備品を整備しました。
榛原山辺三自治会、栗谷自治会、石田自治会…

地域のコミュニティ活動の拠
点である公民館を使いやすく
快適な施設に整備して、活動
のより一層の活性化を図るた
め、公民館の備品を整備しました。
榛原赤瀬自治会…地域の美化活動並びに地域景
観の保全を図るため、草刈機や一輪車を整備し
ました。
榛原駅前自治会…地域住民の安全で安心して暮
らせる環境を整備し、地域の活性化を図るため、
欧風型の防犯灯を整備しました。
榛原東町自治会…秋祭りでの地域の連携を深
め、事業の継続と充実を図り、宇陀市全域への
「まちおこし」を印象づけるため、祭用備品を
整備しました。
室生連合自治会…公民館の環境を整備し、地域
コミュニティの活性化を図るため公民館備品の
整備を行いました。

[中河原自治会]

[芳野校区自治会]

[才ケ辻自治会]

[山辺三自治会]

[栗谷自治会]

[石田自治会]

[赤瀬自治会]
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バーベキューで4組のカップル誕生
秋本番の10月28日、独身男女の結婚を支援

する「うだカップリングパーティ3」（宇陀市・
市社会福祉協議会共催）が、平成榛原子供のも
り公園で開催されました。
31名の参加者は、炭おこし競争によるブラ

ンド肉の争奪ゲームや本市自慢の有機野菜をは
じめとした宇陀の食材を味わうことで、自然に
笑顔と会話があふれました。席替えをしながら
多くの方と交流できたこともあり、4組のカッ
プルが誕生しました。今後お付き合いを重ねて
いただき、ご結婚に至ることを期待しています。
参加された方々からは、「異性とお話しでき

る時間がたくさんあり、と
ても満足です。」、「ボリュ
ーム、雰囲気ともに最高で
した。」などの声がありま
した。

10月17日、総合学習の一環として大宇陀小
学校と野依小学校の児童270人が、大宇陀小
学校の工事現場を見学に行きました。
普段、目にすることがない建設現場を見学

し、職人の技や建設機械による作業、安全へ
の工夫などを間近に見ることができ、貴重な
体験をすることができました。
大宇陀小学校の建設工事（1期）は、平成24年

度中完成を目指して、もうしばらく工事が続
きますが、本事業に対するご理解とご協力を
よろしくお願いし
ます。また、準備
から当日まで、ご
協力をいただきま
した施工業者の皆
様、ありがとうご
ざいました。

大宇陀小現場見学会に地元小学生が参加

「宇陀市連合自治会」活動の紹介
◆要望活動◆
10月12日に市連合自治会は、市連合自治会

役員会の総意として、自主防災組織を維持強化
させるため防災資機材整備に伴う自主防災組織
補助制度の制定について市に要望書を提出しま
した。
◆視察研修◆
11月15日、市連合自治会の評議員16人が、

再生可能エネルギーという試みを全国で初めて
取り組まれた山王

さ ん の

自治会（兵庫県丹波市）の太
陽光発電所を見学に訪れました。
山王自治会（人口42人、11世帯、平均年齢

60歳を超える典型的な過疎・限界集落）は、
216枚のパネルを川沿いの空き地に設置し太陽
光発電所（発電量：年間約4万kWh）を作りまし

た。電気は各世帯に直接送られるのではなく、
一度関西電力に買い取ってもらう仕組みをとっ
ておられます。

[榛原駅前自治会]

[東町自治会]

[室生連合自治会]

【自治会に加入しましょう！】
住民同士が交流することによって、困ったことは

協力し合って解決しようとする気持ちが生まれます。
防災意識の高まりの中、このような助け合う気持ち
が、いざという時の大きな安心と支えになります。
自治会にご加入していない人も、関心をもって加

入しましょう。



ドーム菊を寄贈
10月22日、「向渕営農組合」の方々

が、丹精込めて育てたドーム菊を市に
寄贈するため竹内市長を訪問しました。
菊は満開に開花し、

市役所や施設に来ら
れる方々に楽しんで
いただいています。
毎年、本当にあり

がとうございます。

10月30日、さんとぴあ榛原に津田求さん（榛原
赤埴）から、さつまいもが届けられました。
栄養士の松田さんが受

け取られ、「施設入所者
の方々に、美味しくいた
だいてもらいます。あり
がとうございます。」と
お礼のことばをかけられ
ました。

さつまいもをプレゼント

11月1日から4日の4日間、宇陀市役所4・5
階において、「第7回宇陀市美術展覧会」を開
催しました。
会場には、絵画・書芸・写真・彫塑工芸の

4部門86点の力作が出品され、会期中に600
人が鑑賞されました。
また、芸術文化の振興に寄与することを目

的とした、市内幼稚園・保育所（園）の5歳児の
絵作品展も同時開催しました。
入賞者は右記のとおりです。（敬称略）

「農林産物品評会・即売会」開催
11月3日、宇陀市役所において、農林産物の

生産性と品質の向上、また地域の農林業発展を
目的に、本市で採れた自慢の農林産物を一堂に
集めた「第6回宇陀市農林産物品評会・即売会」
を開催しました。
展示会場では、丹精込めて育てられた見事な、
秋の味覚と旬の野菜がずらりと並べられ、午後
3時から農林産物の即売会も行われました。
農林産物即売会の収益金26,100円は、出品

された方々のご厚意
により、市の善意銀
行に預託させていた
だきました。
なお、農林産物品

評会の受賞者（敬称
略）は右記のとおり
です。

【市長優秀賞】生駒正幸（榛原）：大根／室 司（榛原）：里
芋／京地俊夫（菟田野）：黒大豆／山口美知明（室生）：ゆ
ず／北脇正文（大宇陀）：こかぶ
【市長特別賞】多田善英（榛原）：柿／松下節子（榛原）：原
木しいたけ／藤田貢（榛原）：ほうれん草／飯阪傳次（榛
原）：大輪ダリア／（有）山口農園（榛原）：菊菜／向渕営農
組合 代表 倉西毅（室生）白ねぎ

「美術展覧会」開催
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【人権オリジナルキャラクター】
「てんいち先生・ひかりちゃん」

作画：坂口郁夫さん

〈12月4日（火）～10日（月）は人権週間です〉

12月10日は世界人権デーです

1948年（昭和23年）12月10日
のパリで行われた第3回国連総会で
世界における自由、正義及び平和
の基礎である基本的人権を確保す
るため、全ての人民と全ての国と
が達成すべき共通の目標として、
「世界人権宣言」（正式名称「人権
に関する世界宣言」）が、採択されました。
この宣言は、「すべての人間は、生まれながらにして自

由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である」で
始まり、すべての人が持っている基本的人権について示
しています。

現在までに360以上の言語に翻訳され､世界でもっとも
広く翻訳された文書として、多くの新興独立国の憲法に
も多大なる影響を与えています。
この宣言を記念して、1950年（昭和25年）の第5回国

連総会では、12月10日を「世界人権デー」とし、我が国
では、この日に先立つ一週間を「人権週間」と定めてい
ます。

この機会に、世界人権宣言を読んでみてはいかがでし
ょうか。（難解な文章が苦手という方には、詩人の谷川俊
太郎さんが、世界人権宣言をわかりやすい言葉で翻訳し
ています。）

わたしたちはみな自由に、安心して生きていける権
利を持っており、すべての人の自由と権利を守り、住
み良い世の中を作っていかなければなりません。
家庭や学校、職場など身近なところで、一人ひとり

の尊厳と権利が、侵害されることなく平等に保障され
ているか、確かめあい、そして、互いのことをよく考
え、思いやりの心を持ち、助け合う社会を実現しまし
ょう。

日時 12月8日（土） 午後0時30分～3時45分
場所 山添村ふるさとセンター　ふれあいホール

（山辺郡山添村大西1367）
内容 ◎全国中学生人権作文コンテスト奈良県大
会表彰式　◎「やなせなな」さん（歌う尼さ
ん・一日人権擁護委員）ミニコンサート　◎山
添中学校吹奏楽部演奏　◎「山添村手話サーク
ル」手話演技　◎「ふるさと民話教室」民話紙

芝居　◎「布目和太鼓クラブ」演奏
申し込み 不要（未就学児についても入場可）
主催 奈良県人権啓発活動ネットワーク協議会
（奈良地方法務局・奈良県人権擁護委員連合会・
奈良県）

共催 山添村
奈良地方法務局人権擁護課
（10742‐23‐5457）

中学生人権作文表彰式とふるさと文化のつどいin山添

15 広報うだ　2012.12
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■健康診査（こども）

◎ぬく森サロン【室生地域対象】
日時 12月7日（金）・14日（金）・21日（金）

午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 65歳以上で介護保険の認定を受け
ていない高齢者
内容 ☆笑顔・笑顔　クリスマス会
持ち物 クリスマスプレゼント
問い合わせ 室生福祉保健交流センター
（192‐5220／IP188‐9175）

特定健康診査・がん検診の受診は
お済みですか

◎12月の大宇陀保健センター「健康相談日」
相談日時 5日（水）・19日（水）午前9時～午後4時
場所 大宇陀保健センター

4月に保健センターにお申し込みいただいた、「医
療機関で受ける検診」は、12月末までにお受けくだ
さい。
また、子宮がん・乳がん検診は、来年2月末の期限

になっていますが、できるだけ早くお受けください。

■インフルエンザを予防しよう！

■麻しん・風しん（MR）ワクチン（定期予防接種）のお知らせ
平成24年度は以下の対象者に予防接種を実施しています。
対象の方で未接種の方は早めに接種してください。なお、2・3・4期の方の接種期間は平成25年

3月31日までです。

★外出後の手洗い、うがいを励行しましょう
★重症化を防ぐため、予防接種を受けましょう
（高齢者インフルエンザ定期予防接種は12月末までです）
★適度な湿度を保持し、十分な休養と栄養を摂りましょう
★咳エチケットを守りましょう
★インフルエンザの予防を行うとともに、かかったかなと思ったら早めに
医療機関を受診しましょう

12月から1月にかけてインフルエンザが流行
する季節です。
インフルエンザは、普通の風邪と同じように、

のどの痛み、鼻汁、咳などの症状も見られます

が、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛な
ど全身の症状が突然現れます。高齢者がかかる
と重症化しやすく肺炎などの合併症を併発する
こともあるので十分な注意が必要です。



子育て支援センター（184‐9925）

各地域の保育園（所）の支援室などで遊びや
交流の場を提供します。子育てについての情
報交換や親子のふれあいを楽しみましょう。
対象 市内全域の未就園児とその保護者
開催時間 午前10時～11時30分（毎週水曜日）

♪出前保育「つどいのひろば」♪（申込不要）

♪♪みんなで楽しく子育てしませんか♪♪

主に、就学までの子育てに関する悩みや
疑問などの相談を受け付けます。
◎電話相談、面接相談
午前9時～午後4時（月～金曜日）

♪子育て相談♪

【12月の予定】

◎詳しくは、宇陀市ホームページのトップ画面の健康・福祉／
子育て／子育て支援センター「すくすく」をご覧ください。

親子ふれあい事業です
対象 市内全域の就学前幼児とその保護者
開催日時 12月17日（月）

午後2時15分～（1時間程度）
場所 子育て支援センター

（2階ふれあいルーム）
内容 クリスマスの飾りを作ろう

☆なかよしひろば（申込不要）

子育てをしている家族が、自由に遊べるよう
に施設を開放します。親子でゆったり遊び、み
んなでおしゃべりをして気分転換をしましょう。
対象 市内全域の未就園児とその保護者
日時 月～金曜日（土・日曜日、祝日は除く）

午前9時～午後4時
☆お話の日（毎週火曜日）
♪リズムの日（毎週木曜日）
どちらも時間は、午前11時～11時30分です。

♪支援センター開放日♪（申込不要）

17 広報うだ　2012.12

インフルエンザなどに関するお知らせ
子育て支援センターにはたくさんのお子さ

まが集まりますので、体調を診て、各活動に
ご参加ください。また、集団感染防止の為、
「親子教室」「つどいのひろば」「なかよしひろ
ば」「すこやかルーム開放」をやむを得ず中止
する場合がありますので、ご了承ください。
なお、実施のご確認は、センターへお尋ね

ください。

◎年末は12月28日（金）まで開放、年始は平成25年1月7日（月）から開放を始めます。

◆「すくすくフェスティバル」のようす◆
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（1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

■外来棟に引越します
外来棟の完成に伴い、次のとおり引越作業を

行います。1月15日（火）より外来棟にて診察
を行います。
【引越作業】1月12日（土）～14日（月）

■年末年始の休診日のご案内
12月29日（土）～1月3日（木）まで休診となり

ます。
※休診日の救急患者の受け入れについては、必
ず事前に電話でお問い合わせください。なお、
小児科については休診中の対応はできませんの
でご了承ください。

■12月の糖尿病教室は、お休みします

■職員募集のお知らせ
1名

【資格】昭和59年4月2日以降に生まれた者で作
業療法士の資格者または資格取得見込者。

【採用試験】小論文・面接
【試験日時】申込者に後日連絡します。
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し

若干名
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し
★問い合わせ＆提出先　市立病院庶務課へ
（土・日曜日、祝日を除く午前9時～午後5時）

■１月に外来棟がオープンします
市立病院は、来年1月15日に外来棟がオープ

ンします。外来棟を含む宇陀市立病院は下図の
ようになります。
外来棟の完成後、東館（現在の受付・薬局・

外来診察を行っている建物）を解体し駐車場整
備等を行い、春のフルオープンを目指します。
騒音等でご迷惑をおかけしています。皆さま

のご理解とご協力をお願いします。

1階

2階



当院では、現在、病院内の薬局窓口でお薬をお
渡ししていますが、新外来棟の供用開始に合わせ、
平成25年1月15日から「院外処方」に移行するこ
とになりました。
院外処方は、「診断と治療は医師が行い、薬は

院外の保険薬局で受け取る」という政府の医薬分
業政策の流れに沿うものです。
院外処方に移行すると、医師が患者さんを診察

し、お薬が必要な場合は院外処方せんを発行しお
渡しします。患者さんまたはご家族の方は、ご希
望の保険薬局に院外処方せんを持っていってお薬
を受け取り、薬代をお支払いいただきます。
保険薬局では、お薬の飲み方、効能、副作用、

市販薬との飲み合わせなどについての詳しい説明

をすることが義務付けられていますので、患者さ
んにとってはお薬に関するきめ細かなサービスが
受けられるというメリットがあります。
一方では、現行の診療報酬では若干薬代が高く

なることや、院外薬局に行く不便さが生じること
も事実です。しかし、副作用の未然防止や重複投
与のチェックなど、より安全で効果が充分に得ら
れるような薬物療法を進めるためには、医薬分業
は大変効果的な方法です。
このようなことから、平成25年1月15日から

「院外処方せん」の発行を実施しますので、市民
の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

宇陀市立病院　医務課（182‐0381）
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Ａ：「保険薬局」「調剤薬局」「処方せん受付」
などの表示がある薬局なら、全国どこでもご
利用になれます。ご希望の保険薬局を「かか
りつけ薬局」に選んでご利用されることをお
勧めします。
【市内の保険薬局】
やまぐち薬局（榛原萩原）、いずみ薬局（菟
田野松井）、宇陀市立病院の周辺に3カ所開
設される予定です。

Ｑ：お薬を受け取れる薬局は？
Ａ：かかりつけ薬局を決め、いつも同じ薬局
を利用することにより、保険薬局では皆さん
の体質や今まで服用した薬の種類など、一人
ひとりの細かなデータである薬歴を総合的に
把握することができ、他の医療機関で処方さ
れた薬との重複投与、相互作用などの安全チ
ェックも可能になります。

Ｑ：かかりつけ薬局とは？

Ａ：処方せんは規則により有効期限が決まっ
ています。発行日も含めて4日間（土・日曜
や祝祭日を含む）のうちに受け取っていただ
く必要があります。また、処方せんを紛失し
た場合、あるいは処方せん発行から5日以上
経過した場合は再診察が必要となります。

Ｑ：処方せんがあればお薬はいつでも受け取れま
すか？

Ａ：いいえ、それはできません。薬局で薬を
調剤してもらうには、医療機関で発行される
「処方せん」が必要です。医師がその時の患
者さんの状態を診断して発行するものですか
ら、必ず受診される必要があります。

Ｑ：診察を受けなくても調剤してもらえますか？



【相談コーナー】

特設人権相談
［予約不要・無料・秘密厳守］

日時 12月6日（木）
午前9時～午後3時

場所 宇陀市役所（212会議室）
人権推進課
（182‐2147／IP188‐9077）

◎年末のお掃除にご注意！！
『地下鉄洗剤入り缶破裂事件』
強アルカリ性の洗剤がアルミ缶を溶かして内部で水素ガス

が発生、密閉していたために破裂という事故に至りました。
NITE（製品評価技術基盤機構）が検証した結果、缶の破

裂は洗剤を入れて30分余りで起きることがわかりました。
知らなければ、誰にでも起こりうる事故です。
これ以外にも、カビ取り剤等の塩素系洗剤とトイレ洗剤・

ガラス磨き等の酸性洗剤を混ぜると、塩素ガスが発生し危険
です。
これから年末に向けて、大掃除等で洗剤を使う機会が増え

ますので、十分注意しましょう！！
◎市役所で月曜日の午後に相談室を開設しています。（下表参照）
奈良県消費生活センター（10742‐26‐0931）

◆ はい！こちら消費者相談窓口です◆

広報うだ　20
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【申込先】中央公民館（〒633‐2165 大宇陀中庄202）
【休館日】木曜日・祝日
中央公民館（183‐0551／IP188‐9180/583‐1027）

申込方法　いずれも、12月10日（月）～19日（水）までに、住所・氏名・年齢・電話番号を明記し、
電話・ＦＡＸいずれかの方法で中央公民館へ

★パン作り教室
焼立てのパンは、美味しいのでついつい食べ過ぎてしま

います。パン作りを体験して、お家で作ってみませんか？
【対象】市内在住・在勤・在学の人（小5年生以上）
【定員】20名（定員になり次第締切）
【材料費】400円
【持ち物】エプロン・三角きん・お手ふ
きタオル・持ち帰り容器（袋）

●大宇陀開催
【日時】12月26日（水）午後1時30分～4時30分
【場所】大宇陀人権交流センター
【講師】吉岡佳代子さん
【内容】クリスマスパン・ウィンナーパン・ガレットココ
●榛原開催
【日時】1月19日（土）午後1時30分～4時30分
【場所】榛原分館（榛原総合センター内）
【講師】東正美さん
【内容】ドーナツ・ピロシキ・ピザ

■ふれあい地域安全餅つき大会
地域安全・暴力追放・交通安

全の3色のお餅、薬物乱用防止
のお餅、新種「振り込め防止」
のお餅など、また、子どもと高
齢者の交通事故防止の祈願
1,000本つき餅なども実施。こ
のお餅を地域住民の皆様に振る
舞い、共に安全安心の街づくり
の意識向上を目指します。
日時 12月2日（日）午前10時
～正午　場所 市文化会館（南
側駐車場） 内容 ウェルカム
演奏（県警察音楽隊）ほか　主催
大宇陀幹部交番連絡協議会
松本方（183‐0165）

■「砥取　福丸・燈火会」開催
室生砥取

の里では、
大 晦 日 に
「福丸」を焚
き、 1年の
感謝と新年の幸せを願う伝統行
事に燈火会を融合させて、一夜
限りの炎の祭典を行っていま
す。
日時 12月31日（月）〈荒天の場
合中止〉 燈火会点火（午後5時
～）、イベント開始（午後6時
～）、福丸点火（午後7時～）場所
室生砥取地内
※会場周辺には駐車場がござい

ませんので、道の駅「宇陀路室
生」からシャトルバスをご利用
ください。
砥取　福丸・燈火会保存会
会長　安田方（192‐2864）

■林業退職金共済制度（林退共）
からのお知らせ
林業の仕事をしていたことが

ありませんか。林退共制度に加
入していたが、退職金をまだ受
け取っていない方を探していま
す。以前、林業の仕事をしてい
たが、ご自身が林退共へ加入し
ていたか分からない方について
もお調べいたします。また、罹
災された共済契約者及び被共済
者の皆様に対し、各種手続きの
必要が生じた場合の対応もいた
しますのでご相談ください。
※詳しくは、ht tp : / /www .
rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
でも案内しています。
奈良支部 奈良県森林組合連
合会（10742‐26‐0541）

このコーナーは、市民サークルの催しや会員募集などを掲載しています。

【募集コーナー・みんなの掲示板】

★高齢者を対象とした社会見学参加
者募集

～社会見学を通して、「宇宙」につい
て、興味と関心を深めましょう～
【日時】平成25年1月11日（金）
【行き先】名古屋市科学館とリニア鉄
道館
☆名古屋市科学館には、世界最大
級のプラネタリウムがあります
☆リニア鉄道館には、国内最大級
の鉄道模型があります

【集合】総合体育館玄関前
［午前6時30分集合・出発］

【定員】50名（定員になり次第締切）
【対象】市内在住の高齢者（65歳以
上の方）

【参加費】3，500円（昼食代を含む）
＊参加費は、当日、徴収させていた
だきます。



【募集コーナー】
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【さんとぴあ榛原】
●看護師・准看護師
職務内容 看護業務（施設利用者の診療補助、保
健衛生管理及び看護など）

募集人員 1名
時給 1,050～1,600円
●介護職員
職務内容 入所者の介護業務
募集人員 若干名
時給 840～940円（介護福祉士資格者を優遇）
●作業療法士または理学療法士
職務内容 入所及び通所の個別リハビリ
募集人員 1名
時給 1,250～1,600円

【申し込み】履歴書と資格証明書を、さんとぴあ
榛原庶務課へ（土・日曜日、祝日を除く午前9
時～午後5時）
さんとぴあ榛原（185‐2525)

臨時職員募集

日時　1月27日（日）
受付：午前9時

場所 総合体育館
参加資格 市内在住・在勤の方
競技種目 ○小学生の部（8人引き）学年男女に関
係なくチーム構成可（引率者が必要）○一般の
部（6人引き）体重制限関係なく男女混合可
※個人または少数チームの参加可。
申し込み 1月18日（金）までに生涯学習課へ
（FAX可／582‐3900）
宇陀市綱引連盟代表 藤田方（182‐3581）

新春綱引大会　参加者募集
■広告媒体のご紹介
【広報うだ】毎月1日発行（発行部数12,600部/月）
広告スペース：縦38×横56mm（1区画）色 2色
刷り（黒・緑） 掲載期間：1カ月～（1カ月単位）
料金：10,000円/月
【市ホームページ】バナーの大きさ：縦55×横
110ピクセル（1区画）※12キロバイト以内･GIF
形式（広告主が作成） 掲載期間：1カ月～（1カ
月単位） 料金：10,000円/月
【宇陀市営有償バス】◇車内座席背面 広告スペ
ース　◇車外ボディー　広告スペース
※詳しくは、お問い合わせください。
【市営高萩台自転車駐車場通路（電飾看板）】
所在地：榛原高萩台地内（近鉄榛原駅北側）広告
スペース：縦820×横1,720×厚さ3mmのアクリ
ル板（広告主が作成）掲載枠数：2枠　掲載期
間：6カ月単位（連続最大24カ月）料金：6カ月
分30,000円
◆申込方法　掲載を希望する月の前月1日まで
に、広報掲載申込書（市ホームページからダウン
ロード）を、秘書広報情報課へ提出してください。
【市自主放送】
◇動画…音声付画像／更新期間：1日～10日、
11日～20日、21日～月末までの単位　料金：1
日につき1，000円
◇静止画…音声の入らない文字及び写真などの画
像／更新期間：1日、10日、20日を開始として
日の指定は可能　料金：1日につき500円
※詳しくは、お問い合わせください。
※各広報媒体に割引き料金を設定しています。
※金額は市内の方が申請した場合の金額となります。
秘書広報情報課
（182‐3912／IP188‐9083）

有料広告募集

◆◆ 募集コーナー◆◆

◆宇陀警察署からのお知らせ◆

●現在、17名の日本人が北朝鮮による拉致
害者として認定されています。

●しかし、拉致問題について、北朝鮮当局か
ら未だに納得のいく説明がなされていない
のが現状です。

●北朝鮮当局による人権問題は、国際社会を
挙げて取り組むべき課題とされています。
解決のためには、この問題について、関心
と認識を深めていくことが大切です。
宇陀警察署（182‐0110)

12月10日～16日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

◎「2013年『桜井宇陀』のカレンダー」販売
2013年「桜井宇陀」のカレンダーを作成し、

観光資源をPRするため限定販売をしています。
ご希望の方は申し込みください。
販売部数 200部（先着順）
価格　１部700円（送料別）
申込方法 桜井宇陀広域連合事務所（〒633‐
0021 桜井市大字倉橋2116‐2）まで、はが
き・FAX（50744‐44‐1445）で申し込みくだ
さい。（郵便番号・住所・氏名・電話番号・申込
部数を明記のこと）
桜井宇陀広域連合事務所
（10744‐44‐1444）

◆桜井宇陀広域連合から◆
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国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告
において全額が社会保険料控除の対象となりま
す。平成24年の1月1日から12月31日までに納
付した保険料が対象です。
この社会保険料控除を受ける

ためには、支払ったことを証明
する書類の添付が義務付けられ
ています。
このため、平成24年1月1日から9月30日まで

の間に国民年金保険料を納付された方について
は、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が本年11月上旬に日本年金機構本部から送付さ
れていますので、年末調整や確定申告の際には
必ずこの証明書（または領収証書）を添付して
ください。
また、10月1日から12月31日までの間に今年

はじめて国民年金保険料を納付された方につい
ては、来年の2月上旬に送付されます。
なお、ご家族の国民年金保険料を納付された

場合も、ご本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族あてに送られた控除証
明書を添付のうえ申告してください。
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に
ついてのご照会は、控除証明書のはがきに表示
されている年金事務所へお問い合わせください。
日本年金機構桜井年金事務所

（10744‐42‐0033）
控除証明書専用ダイヤル

（10570‐070‐117）

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

10月28日、大和富士ホールで東榛原地区まち
づくり協議会設立に向けての啓発事業として、
当地域の連合自治会主催で「いきいきシニアの
集い」が開催されました。
当地域では、自治会や老人会、消防団、体育

協会などの代表者によって、この10月にまちづ
くり協議会設立検討会を立ち上げ、まちづくり
協議会の設立に向けて検討を重ねておられます。
当日は、演芸・歌謡など楽しい催しが用意さ

れ、地域内から約230名の参加があり、新禎夫
連合自治会長から「これからは自分たちの地域
は自分たちでつくるという考えのもと、みんな
でまちづくり協議会設立に向けて取り組んでい
きましょう」という挨拶がありました。市長も
「当地域が一つにまとまり、防災や健康づくりな
ど東榛原として地
域を盛り上げてい
ただきたい」と今
後の地域づくりに
期待の言葉を述べ
られました。

NO.6

まちづくり支援課
（182‐3910／IP188‐9094）

★まちづくり啓発事業がスタート★

【日時】12月15日（土） 午後1時～
【場所】市役所　大会議室（4階）
【内容】「（仮称）宇陀市東榛原市民農園」の追加
都市計画課（182‐5624／IP188‐9092）

大和都市計画公園の変更説明会を
開催します

室生山上公園芸術の森は、次の期
間、冬季休園させていただきます。
来年 から通常どおり

開園します。
【冬季休園期間】
12月28日（金）～平成25年2月28日（木）
企画課（182‐1362／IP188‐9074）、室生山
上公園芸術の森（193‐4730／IP188‐9199）

【火曜日定休日（祝日の場合はその翌日）】

室生山上公園芸術の森冬季休園のお知らせ

公園の水飲み場等を閉栓します
凍結防止のため、次の期間、市内に

ある公園の水飲み場を閉栓します。ト
イレは使用可能です。また、平成榛原
子供のもり公園内の全ての水飲み場と
サッカー場横のトイレを閉栓しますの
で、ご協力お願いします。
■閉栓期間 12月～平成25年3月末
公園課（182‐3674／IP188‐9093）
平成榛原子供のもり公園管理事務所
（182‐7411／IP188‐9105）

宇陀市マスッコトキャラ
クター「ウッピー」を皆さ
んにより親しんでいただく
ように、ウッピーの「ぬい
ぐるみストラップ」を作製
しました。
企画課（市役所3階）、大宇陀・菟田野・室生地

域事務所及び市観光案内所「うだ観処」にて1個
500円で販売しています。
企画課（182‐1362／IP188‐9074）

「ウッピーぬいぐるみストラップ」
を販売します
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【お知らせコーナー】

◆楽しむアート特別講座◆山の芸術学校常設教室

毎月アーティストによる楽しい講座を開催しています。12月の講座は、次のとおりです。

※いずれの講座も、材料代等の参加費が必要です。
※講師の都合等により、日時が変更になる場合が
あります。

室生下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時

12月の休館日：6・13・20・25～31日

※常設教室の講座によっては、出張・出前講座も
いたしますので、ご相談ください。

楽しむアート特別講座の新規開設者募集中

ふるさと元気村（193‐4400）または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

◎詳しい講座内容については、ふるさと元気村のホ
ームページをご覧いただくか、お問い合わせください。
http://web1.kcn.jp/furusatogenkimura/

大宇陀拾生871（183‐0977）
12月の休館日 : 4･11･18･23･25･

28～31日

◆門松作り　講習会
【日時】12月23日（日）午前10時～
【講師】山本　篤子先生
【費用】1,000円
【持ち物】花ばさみ、古新聞紙

■
み

2013年は「巳（み）」の年です。
「巳」をあしらった手芸品、小間もの、陶芸など手作
りの作品と新しい年のユニークな年賀状などを募集し
ます。皆さまの出展をお待ちしています。
【展示期間】平成25年1月13日（日）～2月8日（金）まで
【作品搬入】12月22日（土）～平成25年1月11日（金）

■
文化会館の陶芸教室は、美章

窯赤膚焼き陶芸家　野口彰先生
のご指導のもと20周年の節目を
迎えました。これを記念し、陶
芸教室を卒業して自主グループ
で活動されている方々の作品を
展示します。
皆さまのご鑑賞をお

待ちしています。
【展示期間】12月6日（木）
～20日（木）

★環境対策課からのお願い★
生ごみを出す時は、水きり

ネット等で、十分に水切りを
行ってからお出し
ください。
皆さまのご協力
をお願いします。



■昼下がりのミニコンサート

音楽の森ふれあい館（197‐2215）または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

自然に囲まれたホールの中で奏でられる演
奏を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～3時　　 右表参照
◎6日（木）、13日（木）は、むろうコーラス練習のた
め、午後3時～4時です。
※都合により内容等が変更する場合があります。

内容開催時間

住所：室生上笠間444－1  連絡先：：1/597－2215
開館時間：午前11時～午後4時 休館日：月・火・金

【お知らせコーナー】
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12月の中央図書館及び大宇陀図書館の休館日は
です。

【一般書】 （中央図書館所蔵）
■人生がときめく片づけの魔法　2巻
著者：近藤 麻理恵　　発行：サンマーク出版
「メイク用品」と「スキンケ

ア用品」は必ず分けて収納する、
貴重品はまずにおいを嗅いでみ
る、思い出品は25歳を過ぎたら
片づける…。「捨てる」だけでは
得られない、理想の「ときめく
暮らし」を手に入れる方法を伝
授する。1巻も所蔵しています。

【児童書】 （中央図書館所蔵）
■うれしいさんかなしいさん
さく・え：まつおか きょうこ　
発行：東京子ども図書館
うれしいさんとかなしいさ

んは、ことあるごとに喜んだ
り悲しんだりのくり返し。や
がて2人が友だちに会うために
公園へ向かうと…。前から始
まるストーリーと後ろから始
まるストーリーが「まんなか」
で出会うおはなし。

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

中央図書館（182‐4749／IP188‐9110） 大宇陀図書館（183‐0977）

【開館時間　午前9時30分～午後5時】
●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

12日（水）、19日（水）
①午前10時～ ②午前10時45分～　
③午前11時30分～（①②③とも同じ内容）

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
12日（水）、19日（水）午後2時30分～

★おはなしクラブ
8日（土）、22日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
●放課後子ども教室

5日（水）、12日（水）、19日（水）
午後3時30分～

●映画会「ディズニーのホワイトクリスマス」
（約30分）

1日（土） 午前11時～
●人形劇「あかずきん」

15日（土）午後1時～（1回公演）
チャカポコ出演

日時

上映日

日時

日時

日時

日時

【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
●おはなしおはなしクリスマス（約60分）

8日（土） 午後2時～
研修室（1階）

●映画会「プーさんのメリークリスマス」
（約45分）

22日（土） 午前10時30分～
研修室（1階）場所

上映日

場所

日時

http://library.city.uda.nara.jp/
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市が実施している地籍調査事業（土地の境界
や面積を正確に測量する国・県の補助事業）は、
昭和47年から始まり、市の面積（247.62K㎡）
に対する進ちょく率は、約21％にとどまってい
ます。市では、毎年地籍調査事業を進めていま
すが、これまでの経過から、全域完了までには
100年以上を要するものと思われます。
前号まで紹介してきました、特例課税（測量

後、面積が増加した時は従前の面積で固定資産
税を課税する。）を適用していることの是非は、
市議会でも議論されています。
最終回として、この号ではその際にお答えし

た、市の考え方を報告いたします。

◆特例課税の影響
(1)公費と人員を割いて実施した地籍調査事業の
成果（地籍調査終了後の登記面積による固定
資産税の課税＝成果課税）が、40年を経過し
ても得られていないこと。
(2)この特例課税を続けると、固定資産税の課税
事務が今後も複雑拡大化し、事務費用もかさ
むこと。
(3)登記面積で課税されている人との不均衡が生
じていること。
(4)全国的に、82％の自治体が完全成果課税を実
施しており、更に15％の自治体が成果課税の
一部導入を実施しています。

◆今後の市の方針
(1)今後も地籍調査事業を進めていくこと。
(2)平成28年度をめどに、地籍調査完了地での成
果課税を実施できるように、関係納税者等の
理解を得ていくこと。
市（旧4町村）が、地籍調査事業の推進方策の
一つとして特例課税を採用し、全域終了まで続
ける、と関係者に説明をしてきたことは事実で
あり、当時からの見通しの甘さは、反省しなく
てはなりません。
しかしながら、この特例課

税の「費用（受益）対効果」
の不均衡は、遠い将来までの
宇陀市に継続させていくこと
はできません。
地籍調査事業完了地における固定資産税の成

果課税の移行に向けて、市民の皆さまのご理解
ご協力をお願いいたします。
皆さまのご意見をお寄せください。
税務課（182‐1306／IP188‐9072）

固定資産税の課税対象は毎年１月１日現在の所
有資産です。
家屋の全部（一部）を本年中に取り

壊された場合は、税務課へ取り壊し届
の提出が必要です。また、5月に納税
通知書とともに送付しています課税明
細書に過去に取り壊されたものがない
かなど再度ご確認をお願いします。
【持参物】印かん、固定資産課税明細書
税務課（182‐1306／IP188‐9072）

家屋を取り壊したときは年内に届け出を！

◆農業委員会委員選挙人名簿に登載申請を
農業委員会委員選挙人名簿は、

毎年1月1日現在の有資格者を登載
することになっています。
農家組合に加入している人は、

農家組合長により登載申請書が配
布されます。それ以外の人は、農業委員会事務局
（市役所2階）または大宇陀、菟田野、室生の各
地域事務所へ取りに来てください。提出の方法は、
提出用の封筒に入れていただき、農業委員会宛に
投函してください。
提出の締め切りは平成25年1月10日（木）【消

印有効】とさせていただきます。
※提出日を過ぎたものにつきましては、選挙人登
録ができませんので、ご注意ください。
【有資格者】市内に住所があり、平成25年3月31
日において、20歳以上で次のいずれかに該当
する人
○10アール以上の農地で、耕作を営んでいる人
○耕作を営む人の同居の親族、または同居の親
族の配偶者であって、年間60日以上耕作に
従事している人
○10アール以上の農地で、耕作業務を営む農
業生産法人の組合員、または社員
農業委員会（182‐5781／IP188‐9089）

農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せ

平成24年工業統計調査を実施します

工業統計調査は我が国の工業の実態を
明らかにすることを目的とした統計法に
基づく重要な調査です。
調査結果は、中小企業施策や地域振興

などの基礎資料として利活用されます。
調査は製造業を営む事業所を対象に、平成24

年12月31日を基準に行います。12月下旬に調査
員が訪問しますので、調査票への回答をお願いし
ます。
企画課（182‐1362／IP188‐9074）

【お知らせコーナー】
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宇陀市の未来をつくるために、「地域主権の本
当の意味は？何のための行財政改革か？宇陀市を
自立した地域として再生し、持続可能な地域にす
るためにはどうすればよいか？」について、市民
の皆さま、市職員が一緒になって宇陀市の将来に
ついて考えてみませんか。
講座は前期と後期に分けて行います。入場料と

申込は不要です。
【日時】前期　12月10日（月）午後2時～4時
【内容】地域主権と行財政改革の意味を考える
【場所】市役所　大会議室（4階）
【講師】奈良県立大学 学長　伊藤 忠通

いとう　ただみち

先生
○経済学修士　○専門分野 財政学　○所属学
会 日本財政学会、日本地方財政学会
※後期は2月上旬を予定しています。
人事課（182‐1303／IP188‐9069）

公開講座「宇陀市の未来をつくるために」
を開催します

農 林 課 か ら お 知 ら せ
■市内の木材でリフォームをしませんか
市内で生産された木材を一定量利用したリフォ

ームをしていただくと、10万円までのウッピー
商品券を交付する「宇陀市産木材利用促進事業」
を実施しています。
年輪の美しさや木の香りを楽しむことのできる

杉は、傷つきやすく、フローリングなどには不向
きとされていましたが、近年の技術改良により、
傷つきにくい製品が開発されています。
杉は軽くて断熱性が高く、温かいため、住み心

地のよい住宅になります。
この機会に、フローリングなどの張り替えをして

みませんか。
■放置森林の間伐をしませんか
杉やひのきは、安価な輸入材に

押され、保育作業のコストを捻出
しづらい価格になっています。ま
た、森林所有者の住環境多様化も進んでいます。
このため、市内のいたるところで、施業の放置さ
れた森林が存在します。
市では、このような施業放置林について、山地

災害を防止し、森林が本来持っている公益的機能
を十分に発揮できるようにするとともに、将来的
に人手の掛からない森林を育成するため、森林環
境税を財源とした強度間伐及び針広混交林への誘
導を行う「施業放置林整備事業」を実施していま
す。この事業に係る費用は全額県が負担します。
事業認定されるには、一定の要件があります。
■森林の所有者になった方は届出が必要です
相続や売買により、森林の土地の所有者となっ

た方は、事後届出が義務付けられています。土地
の所有者となった日から90日以内に、取得した土
地のある市町村の林業担当課に届出をしてくださ
い。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契
約の届出を提出している方は対象外です。
◎詳しい内容については、農林課へお問い合わせ
または市ホームページをご覧ください。
農林課（182‐3679／IP188‐9090）

「第41回 かぎろひを観る会」を開催します

柿本人麻呂（万葉歌人）の歌が詠まれたとされ
る、旧暦の11月17日にあたる日に「かぎろひを
観る会」を開催します。
【開催日】 月 日（ ）

午前4時～7時頃
【場所】かぎろひの丘万葉公園

（大宇陀迫間）
【催し物】○中央公民館：特別公開　壁画「阿騎
野の朝」○万葉公園：焚き火を囲んで万葉講話
○東屋：入賞短歌展示・温かいおもてなし　
○万葉公園駐車場：阿騎野朝市（特産品、農産物、
うどん、焼き芋など）
大宇陀観光協会事務局【商工観光課内】
（182‐2457／IP188‐9081）
◎次回の開催は平成25年12月19日（木）です。

「新春ご来光祭り」を開催します

【開催日】 月 日（ ）
【場所】鳥見山公園
【内容】○午前5時：墨坂神社で初詣　
○午前5時30分：鳥見山公園へ出発（徒歩）
○午前6時30分：雑煮等の振る舞い
○午前7時頃：ご来光（以降自由解散）
【持ち物】防寒対策･懐中電灯
※会場（墨坂神社･鳥見山公園）への
車でのご来場はご遠慮ください。
榛原観光協会　池田方（1090‐2102‐0496）

平成25年「宇陀市成人式」のご案内

に開催します。
【会場】文化会館（大宇陀拾生871）
【日程】受付：午前9時～10時

式典・記念行事・写真撮影：
午前10時～午後0時30分

【対象】平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれ

◎転出や転入された方で、宇陀
市「成人式」に参加を希望され
る場合は、12月14日（金）まで
にご連絡ください。
生涯学習課（182‐3975／IP188‐9364）
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【お知らせコーナー】

動物愛護センターの業務（犬の捕獲お
よび犬・猫の引き取り等）について
【年内の捕獲・引き取り】12月18日（火）まで
【翌年の業務開始】1月7日（月）から
【捕獲休止期間】12月19日（水）～1月6日（日）
※捕獲等休止期間中は、捕獲箱の利用ができま
せん。皆さんのご協力をお願いします。
動物愛護センター（183‐2631）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

護 美 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ
【年末】12月28日（金）まで通常どおり
■年末特別ごみの持ち込み受付
○12月29日（土）午前8時30分～12時

午後1時～4時30分
○12月30日（日）午前8時30分～12時
※年末は大変混雑しますので、持ち込みされる場
合は、必ず分別して指定袋に入れ、粗大ごみは
粗大ごみシールを貼って持ち込んでください。
※粗大ごみシールは、護美センターでは販売して
いません。
■年始ごみの持ち込み受付
1月4日（金）から通常どおり
護美センター（182‐6521）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

宇陀クリーンセンターからのお知らせ

【年末】12月28日（金）まで通常どおり
■年末特別ごみの持ち込み受付
○12月29日（土）、30日（日）

東宇陀クリーンセンターからのお知らせ
【年末】12月28日（金）まで通常どおり
■年末特別ごみの持ち込み受付
○12月29日（土）午前9時～12時、
午後1時～3時30分
○12月30日（日）午前9時～12時
■年始ごみの持ち込み受付
1月4日（金）から通常どおり
東宇陀クリーンセンター（192‐2444）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

し 尿 収 集 の お 知 ら せ

■し尿収集の電話受付
【年末】12月27日（木）で受付終了
【年始】1月10日(木)から受付開始
■し尿収集の業務
【年末】12月29日（土）で搬入終了
【年始】1月15日(火)から搬入開始

年始の振替収集のお知らせ
次の日に振り替えて収集を行います。
対象地域の方は以下の日程をご確認の上、ご

みを出してください。
■生ごみ収集業務

◎年末収集業務は12月28日（金）まで通常どお
り行います。

※1月7日（月）から通常収集。
■不燃収集業務

※上記以外は1月4日（金）から通常収集。
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

午前9時～12時、午後1時～3時
■年始ごみの持ち込み受付
1月4日（金）から通常どおり
宇陀クリーンセンター（183‐2296）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）



【お知らせコーナー】
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★12月29日から翌年1月3日まで、市の業務は休業となります。
ただし、次の業務は異なりますのでご注意ください。（■は休館日です。）

年末年始の公共施設予約システムの
停止について
公共施設予約システムは、次の期間中、空き状況

の照会のみとなり、仮予約をすることはできません。
【停止期間】12月29日（土）～1月3日（木）
※年始は1月4日（金）午前9時から仮予約が可能。
秘書広報情報課（182‐3912／IP188‐9083）

【臨時休館日】12月26日（水）～28日（金）
◎年末年始は休まず営業致します。

次の期間を運休しますので、ご了承ください。

市営有償バス・デマンド型乗合タクシー
運休のお知らせ

※1月4日（金）のデマンド型乗合タクシーの利用は、
12月28日（金）の午後5時までにご予約ください。
企画課（182‐1362／IP188‐9074）
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【お知らせコーナー】

◆国保税の収納に協力を
国民健康保険加入者の皆さんの医療費は、保

険税と国・県等の負担金により賄われています。
1人当たりの医療費は毎年伸びているのに対

して、景気の低迷等により国保税の収入は減少
傾向にあり、平成20年度で1人当たりの国保税
の課税額は74,917円であったものが、平成23
年度では71,548円と減少している状況となって

います。
国保税は、被保険者の皆さんの医療費の支払

いに充てる貴重な財源です。財源が確保できな
いと、医療機関などに医療費を支
払うことができなくなり、国保事
業の運営に支障が生じることにな
りますので、納期期限内での納付
にご協力をお願いします。

保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）

◆国保財政の安定的な運営のために
今後も医療費はこれまでと同様に増え、

税収は大きく伸びないことが予想されま
す。
もちろん、市としても国保税収納率の向

上のための努力を行なっていきますが、そ
れでも現在の収入額では、平成25年度以
降の取り崩すべき基金（貯金）がなくなり、
年度途中で医療費の支払いに対応できなく
なることが予想されます。
市民の皆さんには、国保事業の健全運営

に対するご理解とご協力をお願いいたしま
す。

◆貯金もあとわずか
国保財政の赤字を補てんするた

めに、現在は国保特別会計の貯金
である「宇陀市国民健康保険財政
調整基金」を取り崩しながら、し
のいでいる状況にあります。
この基金も平成17年度末現在では8億5千7百

万円あったものが、現在では2億7千5百万円と
なっており、平成24年度で2億円程度取り崩し
て、国保会計に繰入をしなければならない状況
です。
したがって、本年度末には数千万円まで減少

することが予想されます。

先月号で国保制度と医療費についてお知らせしましたが、今回は国民健康保険税
と財政調整基金(貯金)についてお知らせします。



毎月 と と に内容が更新されます

【お知らせコーナー】

◎問い合わせ電話番号について
市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が

あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。

★宇陀市ホットニュースは、市ホームページで、現在放送分及び
過去の放送分をご覧いただけます。ぜひご覧ください。
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自主放送スタジオ（182‐2497）

※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時
間が早くなる場合がありますが、次の番組開始までお知らせ
（静止画）が放送されます。また、番組内容及び放送時間は予告
なく変更される場合があります。ご了承ください。

宇陀市議会12月定例会のお知らせ

議会事務局（182‐5771／IP188‐9082）



天皇に即位して2年、神武天皇は、功績のあ
った者に褒美（論功

ろん こ う

行賞
こうしょう

）を与えます。『日本
書紀』には、「弟猾

おとうかし

には、猛
たけ

田邑
だの む ら

を給ふ。因り
て猛田

たけ だ の

県
あがた

主
ぬ し

とす。是菟
う

田
だの

主
も

水部
ひと り ら

が遠祖
とほつおや

なり。」
とあります。神武天皇の側近として活躍した
オトウカシには、猛

たけ

田邑
だの む ら

を与え、猛田
たけ だ の

県
あがた

主
ぬ し

と
したのです。
では、猛田とはどこなのでしょうか。現在

の橿原市内にあてる説もありますが、彼は宇
陀から橿原へと引っ越しをしたのでしょうか。
本来、盂田邑（宇陀邑）、盂田県主（宇陀県主）
であったものが、筆写の過程で「 (けものへ
ん)」が加えられ、「猛」となったと考えられ
ています。オトウカシは、これまでの地盤も
引き継ぎ、菟田（宇陀）県主に就任し、現在の
菟田野、榛原、大宇陀の各地区を治めること
となったのです。「古代の宇陀市長」の誕生と
いったところでしょうか。
また、オトウカシは、菟

う

田
だの

主水
もひ と り

部
べ

の先祖で
あったことが記されています。主水部とは、
王権に水・氷を調達することを主な仕事とし
ている集団で、特に夏の氷は、珍品として貴
重なものでした。彼が本拠とした菟田（宇陀）
には、氷室（氷や雪を貯蔵する冷温貯蔵施設）
が残り、水の神様・宇太水分

みく ま り

神社があります。
このように菟田県主・オトウカシが主水部の
先祖であったことを知る手がかりを今も見る
ことができます。

神武天皇4年条には、「乃
すなは

ち霊畤
まつりのには

を鳥
と

見山
みの や ま

の
中に立てて、其地

そ こ

を号
なず

けて、上
かみつ

小野
お の

の榛
はり

原
はら

、
下
しもつ

小
お

野
の

の榛
はり

原
はら

と曰
い

ふ。用
も

て皇祖
みお や の

天神
あまつかみ

を祭りた
まふ」とあります。神武天皇は「敵に勝利し、
国を平定、天皇に即位できたのは、皇祖の助
けがあってこそ。」と感謝し、鳥

と

見
み

山で皇祖天
神を祀る行事を行いました。そして鳥見山の
麓には、「上小野の榛原、下小野の榛原」とい
うところがあるというのです。
鳥見山は、桜井市にある鳥見山とする説と

宇陀市（榛原）にある鳥見山と説とがあります。
宇陀市の鳥見山の麓には、「榛原」という地名
があり、「上小野の榛原」とは、玉立・小鹿
野・西峠周辺、「下小野の榛原」とは、萩原周
辺と考えられています。鳥見山と麓の地名と
の関係を考えると、宇陀市説が有力とは思い
ませんか。
在位76年、寿

ことぶく

127年で崩じ、畝傍山北東陵
に葬られたという初代天皇、神武天皇のお話
は、今回で一区切りとさせていただきます。
次回は、第10代天皇のお話です。

◆菟田県主の誕生◆

空から見た「菟田県」

◆「記紀・万葉」イベントが開催されました◆
●オープニングセレモニー
11月5日、宇陀市「記紀・万葉」オープニン

グセレモニーを市文化会館で開催しました。
式典では、宇陀市「記紀・万葉」のオープニ

ングを祝いテープカットが行われました。続い
て、イベントのマスコットキャラクター「八

や

っ
ぴー」の着ぐるみが披露されました。黒い羽根
と黄色いくちばしがとても可愛い「八

や

っぴー」
は、古事記の神武伝承に登場する八咫烏をモデ
ルにしたものです。
市のマスコットキャ

ラクター「ウッピー」
とともに、大宇陀幼児
園の園児たちに囲まれ
大人気でした。

●企画展「神武伝承の足跡」
11月5日～29日、市文化会館で「企画展」が

行われました。
発掘調査以来、県立橿原考古学研究所で保管

されていた古墳の出土品や壬申の乱で大海人皇
子に従って手柄のあった
文祢麻呂
ふ み の ね ま ろ

墓の出土品（レ
プリカ）、神武伝承の
鳥瞰図
ちょう か ん ず

や写真など約250
点が展示されました。

●講演会
11月11日、奈良県が開催する「なら記紀・

万葉リレートーク」の第2回講演会が、市文化
会館で開催され約300人が参加しました。
講師に及川智早さん（帝塚山学院大学教授）

をお迎えし、「古事記の成立と物語」と題して
講演されました。
資料を見ながら解説するなど、わかりやすく

古事記について語られました。


